
防災情報の入手方法

　土砂災害警戒情報や避難情報は、テレビやラジオなどを通じて発表されますが、最新の情報を入手す
るためにはパソコンや携帯電話などを活用することも有効です。

■ 岡山県総合防災情報システム

　 県内の災害発生状況や避難情報などを確認できます
　 【パソコンから】
　 http://www.bousai.pref.okayama.jp/bousai/
■ つやま災害情報メール配信サービス

　 市内で発生した「災害情報」「避難情報」「火災情報」
などを、電子メール（携帯電話、パソコン）で確認で
きます（受信には事前登録が必要。通信費などは利用
者負担）

　 【パソコンから】　http://www.tsuyama-mail.jp/
　 【携帯電話から】　http://keitai.tsuyama-mail.jp/
■ 気象庁ホームページ

　 さまざまな気象情報を確認できます
　 【パソコン、携帯電話から】　http://www.jma.go.jp/
■ 防災行政無線

　 加茂・勝北・久米・阿波の各地域では、防災行政無線
 で災害情報や避難情報が伝達されます
■ 緊急告知防災ラジオ

　 旧津山市内では、緊急告知防災ラジオが有効です。自
動起動により災害情報や避難情報が伝達されます
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落
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感
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災害から身を守るために特 集

「緊急告知防災ラジオ」
　設置補助制度

　旧津山市内で「緊急告知
防災ラジオ」を購入・設置
する世帯に、補助を行っています。
【対象者】
旧津山市内に住所を有し、居住してい
る人（１世帯につき１台を限度）
【補助金額】
購入に要した費用の３分の２以内
（上限6,000円）
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。
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携
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一宮分団 分団長
永禮睦三さん（東一宮）

地
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催
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０
０
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し
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。
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れ
以
降
、

各
町
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会
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的
に
防

災
訓
練
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行

わ
れ
、
住
民

の
防
災
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識
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ま
っ
て

い
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と
感
じ

て
い
ま
す
。

自
主
防
災
・
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組
織
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育
成
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化

　

自
主
防
災
・
防
犯
組
織
と
は
、
町
内
会
な
ど
が

母
体
と
な
っ
て
地
域
の
防
災
・
防
犯
活
動
を
主
体

的
に
行
う
組
織
で
す
。

　

市
で
は
、
設
立
促
進
の
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明
会
や
防
災
・
防
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に
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す
る
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修
会
な
ど
を
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催
し
て
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。

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
心
構
え
で
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

「
地
域
防
災
力
」
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

■
自
主
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訓
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を
実
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し
た
い
場
合

　

町
内
会
長
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防
災
組
織
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者
を
通
じ

て
、
市
危
機
管
理
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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催
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大
規
模
な
災
害
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発
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と
い
う
想
定
で
被
害
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の
収
集
、
救

出
救
護
、
避
難
誘

導
、
避
難
所
開
設

・
運
営
な
ど
の
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

11
月
８

日
㈰
午
前
９

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　
吉
井

川
河
川
緑
地
公
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横
山
）

　大雨・洪水・暴風などの「警報」が発令されると、市役所
本庁や各支所・出張所に災害警戒（対策）本部を設置します。
　がけ崩れや家屋の浸水などの災害が発生した時や災害が起
こりそうな場所を発見した時は、ご連絡ください。

問い合わせ先

　災害警戒（対策）本部 ☎23-2130
　加茂支所市民生活課 ☎32-7032
　勝北支所市民生活課 ☎32-7021
　久米支所市民生活課 ☎32-7011
　阿波出張所地域振興課 ☎32-7042

災 害 情 報 を ご 連 絡 く だ さ い災 害 情 報 を ご 連 絡 く だ さ い災 害 情 報 を ご 連 絡 く だ さ い

楢町内会 会長
中尾順一さん（楢）

久米連合町内会
支部長会 会長
尾﨏照將さん（神代）久米地域防災訓練の様子久米地域防災訓練の様子

津山市総合防災訓練の様子津山市総合防災訓練の様子

一宮分団第一部消防機庫前に
常備されている砂
一宮分団第一部消防機庫前に
常備されている砂

災
害
や
避
難
の
情
報
を
収
集
す
る

こ
と
は
、
と
て
も
重
要
で
す
。
わ

た
し
た
ち
の
町
内
会
で
は
、
と
り

ま
と
め
て
緊
急
告
知
防
災
ラ
ジ
オ

を
購
入
し
ま
し
た
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